
各校独自の取組の詳細【 新市中央中学校 】 

（１）新市中央中学校版キャリア・パスポートの作成と活用 

 ①実施に至るまで 

  これまで，キャリア形成に関わる各記録はバラバラで，様々な行事や授業の中で，どんな力がど

んな取組を通じて伸ばせたかを振り返ることができるものではなかった。そこで，必要なものを整

理して，冊子として一元化することで．より見返しやすく，取り組んだ跡をしっかり残せるように

した。また，三者懇談（生徒の面接も含む）や自己表現活動，出前授業及び重点単元の振り返り，

学年通信での紹介などでの活用も意識したキャリア・パスポートの作成を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②作成するまでのポイント 

 ア：文部科学省の「キャリア・パスポート」をベースに作成。 

 

 イ：「キャリア・パスポート」には，次の内容を盛り込んだ。 

  〇「本校区で育てたい資質・能力とキャリア・パスポート記入のねらい」 

  〇「キャリア・パスポート記入上の注意事項」 

  〇「４月の自分の姿について」 

  〇「行事の振り返り」「総合的な学習の時間の振り返り」「出前授業の振り返り」 

  〇「学期反省（１・２学期分）」 

  〇「３月の自分の姿について（資質・能力に対する現状，自己分析の質問，次年度への改善方策） 

  〇「キャリア教育アンケート資質・能力現状分析シート」 



③実施上の留意事項 

 ア：行事や総合的な学習の時間では，学校全体・学年で確実な記入ができるように，職員朝会など

の場で全体周知をする。 

 イ：育てたい資質・能力が複数にまたがる場合は，①自分で選ばせる，②予め教員側で指定をして，

目標設定をさせるという方法で実施する。の２通りで対応する。 

 ウ：最終的には，高校へ送る資料であるため，ファイリングを行うことを事前に伝え，記入させる。 

 

③記載例や活用例 

「キャリア・パスポート使用計画例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「４月の自分の姿について」 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「総合的な学習の時間の振り返り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「行事の振り返り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「重点単元（出前授業）の振り返り」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「学期反省」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「キャリア教育アンケート資質・能力現状分析シート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「面談などでの活用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤成果と課題 

ア：成果 

〇キャリア・パスポートの活用により，生徒や職員の中で，「資質・能力」に対してどのように取り

組んだか，改善方策をどのようにしていくかを考える場面設定を行うことができた。 

 

 

 

〇キャリア・パスポートの作成自体に，３つの資質・能力の要素がしっかり入るようになった。  

「チャレンジ＆チェンジする力」⇒各場面での目標設定と振り返り 

「自己理解力」⇒自己分析，進路や職業に関わる取組の記録 

「自己表現力」⇒考えや思いを言語化 

〇三者懇談や学年通信への活用などを通じ．生徒・教員・保護者が一緒に，生徒の成長や変化を俯瞰

し，今後の展望について考えることができるようになった。また，話すことが苦手な生徒も，キャ

リア・パスポートを通じて自分の思いや考えをしっかり伝えることができるようになった。 

 

 

 

 

 

 

イ：課題 

〇記載のタイミングや活用方法が，職員全体で共通理解が図れていない部分があり，取組に難しさを

感じる場合もあるため，記載するタイミングの周知や活用方法などに改善を加える。 

〇記載項目が現状として多く，短い時間の中で十分に書き切れなかったり，質問項目を理解できない

生徒もいる。もっと書く内容量や項目を精査していく。 

【中学校職員】１学期の反省から，２学期ではさらに頑張ろうと思えたことを目標にすること

ができて，自分を振り返ることと，なりたい自分を意識することができると思った。 

【新市中央中２年】自分の今の状況や思っている将来のことについて親に知ってもらえると

ころが良かったと思います。 

【新市中央中１年】その場でうまく喋れなくて，言いたいことが言えなくても，キャリア・

パスポートがあるとしっかり考えた自分の意見を相手に伝えられるので，キャリア・パスポ

ートは必要だなと思いました。 



（２）「新市版企業探究学習」の実施 

①実施に至るまで 

Ｒ元年度～Ｒ４年度の３年間．「教育と探求社」の提供する教育プログラムの中で，大手企業と

の「企業探究」を行ってきた。非常に面白い取組で，生徒も楽しみながら取り組んでいた活動では

あったが，活動費の負担が大きく，企業連携の頻度も多くない実践であったため，企画の内容も企

業の本当のねらいに沿ったものになっているか，資質・能力の向上を第三者に積極的に評価しても

らうという点で不十分なものであった。 

Ｒ４年度からは，地元事業所や団体の協力のもと，これまでのノウハウを生かしながら，新市中

央中学校オリジナルの「企業探究学習」に取り組むに至った。 

 

②実施概要 

ア：実施学年…２年生 約 30～40名程度×４クラス 

 

イ：教科  …総合的な学習の時間・行事（文化祭）・夏休み 

 

ウ：実施期間… 5月～12月（40時間程度）＊次年度４月に新２年生への発表 

 

エ：連携企業 

【R4年度】地元企業８社＋１団体の計９事業所と連携 

 〇寺岡記念病院（医療）〇土井木工（家具製造） 

〇浅野味噌（食品）  〇芦品トヨペット（自動車） 

〇朝日倉庫（倉庫）  〇タカノブ食品（食品） 

 〇ニチマン（靴製造） 〇ギフトガーデン進吾（進物） 

 〇HITOTOITO（繊維関係 繊維産地継承プロジェクト委員会） 

【R5年度】地元企業７社＋１団体の計８事業所と連携 

 〇HITOTOITO（繊維関係 繊維産地継承プロジェクト委員会） 〇ギフトガーデン進吾（進物） 

〇寺岡記念病院（医療）〇土井木工（家具製造） 〇カイハラ株式会社（繊維）〇中国銀行（金融） 

〇タカノブ食品（食品） 〇明治安田生命（保険）  

 

オ：活動内容 

企業から与えられたミッションに対し，生徒たちが，調べ学習 

や街頭アンケート・企業訪問・調査活動・企画の報告会の中で， 

３つの資質・能力を総動員し，画期的な企画を考えていく。 

 

カ：スケジュール 

２月～４月 企業連携・発掘／ワークブックづくり／動画作成連携 

５・６月 チーム作り／企業エントリー／新人研修（調査） 



６月 マーケティング（街頭調査）／ミッション作成連携 

７月 調査報告／実際の仕事（職業講話）／ミッション掲示 

８月 企業訪問（希望者のみ） 

９月 文化祭発表・ミッションに対する企画（ブレスト） 

10・11月 中間報告・企画の練り直し 

12月 最終報告会・お礼状作成・まとめ（表彰） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元事業所と共に行うことで，４つの大きなセクションの中で，企業の人の力を積極的

に活用しながら，３つの資質・能力を総合的に育成できるカリキュラムになった。 



③ミッション例と企画例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④成果と課題 

ア：成果 

〇生徒たちにとって，計画的に進めることや，改善を重ねながら企画を考えることに加えて，より良

い自己表現の方法を考えることの重要性を感じたり，自分の将来につなげることを考えたりする

活動になった。 

〇企業の評価からも，発表や企画の交流の中で，生徒の成長を実感したという声を多く聞くことでき

た。また，企業にとっても，「大きな学びとなった」「企業の事業報告に活用したい」という意見を

もらえるなど，企業にとっても生徒にとっても WinWinの活動となっていた。 

 

イ：課題 

〇企業連携に伴い．プログラム開始のタイミングがずれると，企業の作成資料の期日や授業日程がタ

イトなものになってしまうため，行事や授業予定を逆算し，余裕のある日程・活動にする。 

〇今後継続していくために，実施方法をより簡略化したり，学年で出た成果と課題をまとめ，指導の

手引きをブラッシュアップする。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）高校と連携した，自己表現力・将来設計に関わる出前授業／探究テー

マに関する討論会（社会科） 

①高校と連携した自己表現力・将来設計に関わる出前授業 

ア：実施概要 

企業面接や進路の取組につなげる活動として，「進路探究」という総合の授業の単元に位置づけ，

高校の先生の協力を得て，「自分のストーリーを効果的に伝える」をテーマに出前授業を実施した。

この出前授業での学びを意識し，面接練習や自己表現カードづくりに取り組んだ。 

 

イ：活動の様子や感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                ＊英数学館高校アンケート調査より 

ウ：成果 

出前授業のスライド資料の内容や自分自身の感想を踏まえた上で，予め作成していた「自己表 

現カード」を再構成することにつながったり，作成が順調に進んでいない生徒への指導のポイントに

したりすることができた。 

 

エ：課題 

講座後のアンケートで，講座を受けてもなお，「どんな準備をするかが分からない」「何をすればい 

いかわからず心配」という生徒が多数いるため，この講座を中心に，「進路探究」の単元全体を見直 

し，ブラッシュアップしていく必要がある。 

私は自己表現で伝えたいことがぼ

んやりとしか決まっていない。だ

から，自己表現の準備は何をすれ

ばいいのか分からなかった。でも，

今日の出前講座を通して，自分の

ストーリーを絵本のようにして，1

回の話で面接官に「自分」を知って

もらえるようにすればいいのだと

分かった。 



②探究テーマに関する討論会（社会科） 

ア：実施概要 

社会科（公民科）の「現代社会の特色と私たち」の中で，「グローバル化」「少子高齢化」「情報化」

「日本・世界の文化」「持続可能な社会」の５つに討論テーマを設け，その単元を貫く課題である「日

本への移民政策」への討論で，英数学館高校２年生と，ZOOM を活用したオンライン討論会を実施し

た。高校の生徒がファシリテータ役となり，お互いの意見を交流する中で学びを深めた。 

＊詳細は，英数学館高校ＨＰに掲載有 

 

イ：単元における討論テーマと，「自己表現力」に重点を置いたルーブリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【パフォーマンス課題】変化の激しい現代において，日本を取り巻く状況は刻々と変化しており，「少子高齢化」「グローバル化」「情報科」といった現代の日

本の特色がある中で，持続可能な社会と呼ばれる，現在の世代と将来の世代の幸福とを両立させることを目指す社会の実現が求められています。そんな中，

近年話題となるのが，「日本はアメリカやオーストラリアのように，積極的な『移民』の受け入れをするべきかどうか」というテーマです。これから学んでい

く， 現代社会の特色やその特色に対する討論を踏まえたうえで，「討論議題 2030年…【日本への「移民」積極受け入れ】法案が出されたら。賛成？反対？」 

・日々使っている振り返りシートにも工夫を入れ，日々の学習の中で，自分自身の考えがどのよ

うに変容しているか，自分の自己表現がどうだったかを考えられるように工夫した。 



ウ：成果 

〇事前に，討論に関わる資料を配布しておくことで，どの生徒も討論課題について 1つは自分の意見

を持てていた。 

〇討論の時間配分を設定・提示することで，メリハリのある討論を展開できた。 

〇質問タイムの時間を設けることによって，より深く意見を吟味したり，相手の質問を予測して意見

を構築したりする生徒がみられた。 

〇最後に「討論を踏まえた賛否」を考え，全員ペアで発表させることで，「自己表現ルーブリック」

を意識した活動にできた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ：課題 

〇最後の「討論を踏まえた賛否」で，意見が変わった生徒の考えを聞く活動を確保できると，もっと

意見が深まる。 

〇課題設定によっては，片方に賛否が偏るテーマもあったので，事前アンケートなどにより，賛否が

半数に分かれやすいテーマを設定する。 

〇質問タイムで意見が滞るグループがあったので，討論課題を軸にした単元を今後実施する際は，質

疑を意識した意見の構築ができるよう，ワークシート等を工夫していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（４）校内研修「相互授業参観の取組」におけるキャリア教育の視点作り 

①実施に至るまで 

  『「子ども主体の学び」全教室展開に向けた相互授業参観』として，自分の担当教科やそれ以外

の先生の授業を参観し，授業改善・学級経営等について考える取組を行っていた。その中で，先生

たちが共有する評価シート・研修の振り返りシートの中に，キャリア教育の視点からも授業を参観

できるようにした。 

 

②実施概要 

ア：実施時期 

〇１回目：６月～７月上旬  

〇２回目：11月～12月上旬 

 

イ：実施条件（右図に詳細） 

〇１人１回以上の参観  

〇評価シートの記入  

〇評価シートを基にした対談 

 

ウ：全体への周知内容（右図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



エ：評価シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



オ：成果 

 〇資質・能力の項目を意識した授業改善を図ったり，その改善策を他の先生たちが参考にする場を

提供したりすることができた。 

「評価シートのコメントより」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「まとめにおける改善事項の周知」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カ：課題 

 〇授業時数の多さにより，参観できない教諭もいたり，参観教科に偏りがあったりしたため，実施

時期・方法の検討を行う。 



（５）校内研修「キャリア教育アンケートを用いた改善案の検討」 

①実施にいたるまで 

  校区で実施しているキャリア教育アンケートを使って，校内研修で生徒理解や学年取組の検討

を行っている。また，生徒同士で結果を交流して，自分たちの生活を振り返ったりしている。 

 

 ②実施概要 

 ア：実施時期 

  〇校内研修でのアンケート分析…夏休み（１時間程度の研修）・冬休み（冬休みは資料提供のみ） 

  〇生徒によるアンケート分析…６月・10月・１月 

 

 イ：活動の様子や感想 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夏季研修におけるアンケート分析における 

ワークシート（例：３年）」 



「生徒によるアンケート分析」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アンケート結果（上図）を見ながら，「自分たちの強みと弱み」「その背景」を話し合いをしながら 

把握（下図）する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最後までやり切る力」が弱いという課題が数値から分

かるね。これは，普段の自分たちのクラスの提出物など

への取組状況が反映しているものだと思うな。 



話し合いを踏まえ，個人や集団の中で自分がどうしていくかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ：成果 

①「目標設定」と「改善方策を考える」ことや，考えたことに実際に「挑戦していく」ことなど，「チ 

ャレンジ＆チェンジする力」の向上につながる意見が多く見られた。また，教職員も，その良さを

感じながら取り組むことができている。 

 

 

 

 

 

 

 

②仲間に意見を伝えることの大切さや，結果を自分たちの力で分析することの大切さなど，「自己表 

現力」の向上につながる意見も多く見られた。 

 

 

③学級の実態に応じて，アンケート分析の手法に工夫を入れて，児童生徒にとって考えやすく，マン

ネリ化しないテーマ設定を模索している。 

 

 

 

 

【新市中央中 1年】自分たちがどのように変わることができたかがわかりやすく、今度からどうし

ようか改善策を考えることができるので良かったと思います。 

【新市中央中 2 年】何かを分析する能力が上昇したことや大事な部分だけ読み取る力が身についた 

【中学校職員】各学期にクラスまたは全体でどこが課題で，どこが成長しているのか，こういう機

会がないと生徒同士で話をすることがないと思うので，自分たちを振り返るという意味で良い機会

になっているのではないかと思いました。 

【中学校職員】一番最近行った分析では，どんなことをしていくと自分達の力が高まるか。という

テーマで分析を行った。生徒達は様々な意見を出すことができていたので，個人の目標だけでな

く，クラス・班でどう取り組むかという視点での話し合いもやってみると良いと思う。 



④アンケート結果の課題を踏まえ，学年やクラスで課題解決に向けた取組を行うなど，特別活動・HR

活動の充実につながった。 

 

 

 

 

 

 

「目標達成シート 実施要項」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例１：チャレンジ＆チェンジする力に課題⇒「目標達成シート」の取組 

R４年度の１年生では，各活動で設定した目標を定期的に振り返り，改善策を考えることがなかっ

たということを踏まえ，大谷翔平なども行っていたナインシートを中学生でも取り組みやすいよ

うにアレンジし，自分の頑張りたい項目を可視化することを通して，自分の行動の改善策を考え

ていくワークショップを行いました。 

【目標達成シートに対す

る生徒の感想】 

目で見て分かる形で，１

週間の自分を振り返るこ

とができ，「早起きをす

る」など，小さな生活の

部分からでも自分の次の

週の改善事項を考え，そ

れを意識して行動するよ

うにしていました。 



 

 

 

 

 

 

例２：自己理解力に課題⇒道徳の授業における「将来の自分」を取り扱った授業での工夫 

Ｒ５年度の３年生では，「将来の目標や夢がありますか？」の項目が低かった。その結果を踏まえ，

総合等で行っていた職業適性検査等を用いながら，道徳の中で「好きな仕事か安定かで悩んでいる」

という題材で，ワークシートを工夫しながら，自分の将来や夢について考えさせる授業を行った。 

 


